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５％ヒアルロン酸溶液を溶媒としたFSHを筋肉内に1回投与することにより、黒毛和種の

過剰排卵処理が可能である

［要約］ 黒毛和種の過剰排卵処理方法の簡易化を目的として 50ml 生理食塩水を溶媒

とした FSH 製剤の皮下１回投与を行っているが、現場獣医師からは、50ml の皮下投与

が煩雑であるとの意見が出ている。そこで、薬剤徐放効果があるヒアルロン酸（以下、

HA）に FSH を混合して１回投与する手法を検討した。黒毛和種経産牛を用い、過剰排卵

処理は FSH 20AU を生理食塩水４ml に溶解し HA４ml と混合し、HA 皮下区では皮下に、

HA 筋注区では筋肉内に １回投与し、対照区は FSH を漸減投与した。その結果、大卵胞

数の推移に差は認められなかった。採胚成績では有意な差はなかったが、黄体数、総採

胚数、正常胚数は、HA 筋注区と対照区は同程度であり、HA 皮下区で低い傾向であった。

これらのことから、５％HA 溶液を溶媒とした FSH を筋肉内に１回投与することにより、

黒毛和種の過排卵処理が可能なことが示唆された。 
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［背景・ねらい］ 

 黒毛和種における過剰排卵処理方法の簡易化を目的として 50ml の生理食塩水を溶媒と

した FSH 製剤の皮下 1 回投与により、これまでの漸減投与法と同等の採胚成績が得られる

ことを明らかにした。しかし、現場獣医師からは、50ml の生理食塩水の皮下投与が煩雑で

あるとの意見が出ている。一方で、薬剤徐放効果があるヒアルロン酸（以下、HA）を溶媒

に用いることで、正常胚数や凍結可能胚数が増加することが報告されている（Biancucciら, 

2016）。そこで、ヒアルロン酸を溶媒として FSH を 1 回投与することが、胚生産および品

質に与える影響を検討する。 

［成果の内容・特徴］ 

1 過剰排卵処理は、生理食塩水 4ml に溶解した FSH 20 AU を５％HA４ml と混合して、HA

皮下区では皮下に 1 回投与、HA 筋注区では筋肉内に 1 回投与、対照区では生理食塩水に

溶解した総量 20AU の FSH を漸減投与（投与量は朝/夕で 5/5、3/3、2/2AU：3 日間）して

採胚した（図１）。

2 超音波画像診断装置を用い、試験開始前（０日目）、GnRH 投与時（７日目）、FSH 投与

時（10 日目）から AI 翌日（15 日目）まで毎日卵胞数を計数した。 

3 大卵胞数の推移において差は認められなかった（図２）。 

4 採胚成績に試験区による有意な差はなかったが、黄体数、総採胚数、正常胚数は HA 筋

注区と対照区は同程度であり、HA 皮下区では低い傾向であった（表１）。 

5 胚の品質は、A+A’率では HA 筋注区及び HA 皮下区の方が対照区と比較して高かった（表

２）。 

6 このことから、５％HA 溶液を溶媒とした FSH を筋肉内に 1 回投与することにより、黒

毛和種の過剰排卵処理が可能なことが示唆された。 



［成果の活用面・留意点］ 

1 黒毛和種経産牛３頭を供胚牛として、それぞれ 63 日以上の採卵間隔をあけて、対照区、

HA 皮下区、HA 筋注区を各１回実施した。 

［具体的データ］ 

図１ 採胚スケジュール 

図２ 各試験区の大卵胞数の推移 

表１ 試験区別採胚成績（個） 

表２ 試験区別胚ランク（個） 
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